
平
成
二
十
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二
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領
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四
第
四
八
号

平
成
二
十
二
年
二
月
五
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩

山

由

紀

夫

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
日
本
航
空
の
再
生
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
日
本
航
空
の
再
生
に
対
す
る
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
取
り
組
み
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書

一
、
二
及
び
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
日
本
航
空
」
の
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
株
式
会
社
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
労

働
組
合
の
状
況
、
社
員
の
平
均
年
間
給
与
額
及
び
役
員
報
酬
の
支
給
額
に
つ
い
て
は
、
同
社
の
有
価
証
券
報
告
書
に
記
載
が

あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
国
家
公
務
員
」
及
び
「
一
般
的
な
民
間
企
業
に
勤
め
る
労
働
者
」
と
の
比
較

に
つ
い
て
は
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
平
均
給
与
は
、
例
え
ば
人
事
院
が
公
表
し
て
い
る
国
家
公
務
員
給
与
等
実
態
調
査

の
報
告
書
に
、
ま
た
、
民
間
企
業
の
給
与
所
得
者
の
平
均
給
与
は
、
例
え
ば
国
税
庁
が
公
表
し
て
い
る
民
間
給
与
実
態
統
計

調
査
の
報
告
書
に
そ
れ
ぞ
れ
記
載
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
と
「
日
本
航
空
の

職
員
給
与
」
と
の
比
較
は
行
っ
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

株
式
会
社
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ
る
と
、
同
社
が
実
施
す
る
確
定
給
付
企
業
年
金
の
受
給
権
者
等
の
三
分

の
二
以
上
か
ら
同
意
を
得
た
同
年
金
制
度
の
改
定
案
に
つ
い
て
は
、
改
定
後
の
受
給
権
者
等
の
年
金
受
取
総
額
が
、
改
定
前

一



と
比
較
し
て
平
均
で
約
三
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
額
と
な
る
と
試
算
し
て
い
る
が
、
「
減
額
前
と
減
額
後
の
退
職
者
へ
の
年

金
額
」
に
つ
い
て
は
、
個
々
人
の
状
況
に
よ
り
異
な
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
は
、
再
生
支
援
を
決
定
し
た
株
式
会
社
日
本
航
空
、
株
式

会
社
日
本
航
空
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
及
び
株
式
会
社
ジ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
以
下
「
対
象
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、

資
金
の
貸
付
け
等
を
通
じ
て
そ
の
事
業
の
再
生
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
と
な
る
資
金
に
つ
い
て

は
、
政
府
保
証
を
付
し
た
上
で
金
融
市
場
よ
り
調
達
し
、
又
は
調
達
す
る
見
通
し
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
当
該
政
府

保
証
は
、
国
費
の
投
入
を
前
提
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
機
構
は
、
対
象
事
業
者
に
つ
い
て
、
既
に
金
融
機
関
か
ら
の
千
億
円
の
借
入
れ
に
係
る
債
務
保
証
及
び
三
千
五
百

五
十
億
円
の
融
資
枠
の
設
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
三
千
億
円
以
上
の
出
資
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と

承
知
し
て
い
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

対
象
事
業
者
等
の
「
職
員
の
給
与
水
準
」
に
関
し
て
は
、
機
構
が
公
表
し
た
対
象
事
業
者
が
機
構
に
提
出
し
た
事
業
再
生

二



計
画
の
概
要
に
お
い
て
、
対
象
事
業
者
等
は
運
航
乗
務
員
及
び
客
室
乗
務
員
の
硬
直
的
な
報
酬
体
系
の
抜
本
的
改
革
を
図
る

等
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
、
今
後
、
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）

に
基
づ
き
策
定
さ
れ
る
対
象
事
業
者
に
つ
い
て
の
更
生
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
対
象
事
業
者
等
の
「
組
合
の
あ
り
方
」
に
関
す
る
「
取
り
扱
い
」
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
政
府
と
し
て
は
、
対
象
事
業
者
等
に
つ
い
て
、
国
民
目
線
に
立
っ
た
確
実
な
再
生
を
図
る
た
め
、
必

要
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

三


